






































































 (3) 位置図（GIS データ作成） 
調査木の現地での位置を特定可能な図面を位置図として作成すること。 
委託者から提供される街路樹 GIS データ（shape ファイル）をもとに位置図を作成すること。

樹木の削除及び追加は別紙の附番ルールに従うこと。また、図面に図示する位置図番号について

は、路線番号ごとに、別紙の附番ルールに基づき 5 桁表示すること。 
位置図の shape ファイルの属性について、①②③を更新または入力すること。①jusyu 欄につい

ては、路線毎に同じ樹種が記入してあるので、街路樹診断で判定した樹種に更新すること。②

2024cm 欄には、幹周を入力することとし、幹周は半角英数字、cm 単位の整数で入力すること。

③2024hyoka 欄には、総合評価の３段階について入力することとし、1（健全）、2（要観察）、3
（危険）の半角英数字のみ入力すること。低木の③は、半角英数字で 0 と入力すること。 
位置図には、街路樹診断の結果について、1（健全）は緑色、2（要観察）は黄色、3（危険）は

赤色で、幼木については黒色でポイント表示すること。位置図は shape ファイル及び路線毎に

まとめた PDF ファイルを提出すること。位置図の PDF ファイルの左上には、区名（区番号）、

路線番号及び路線名を記入すること。 
 (4) 診断カルテ 

樹木ごとに、様式１と２を見開きにして、A4 たてサイズにカラー印刷する。 
 (5) 診断総括表 
  整理番号は委託者が指定する 11 桁の整理番号とし、樹木ナンバーについてはナンバーテープの

番号とすること。街路樹診断カルテを区別に１つの診断総括表にまとめて、危険、要観察、健全

の区別を色分け表示する。低木（添木付き樹高 2.5ｍ以下の幼木）については、診断総括表に樹

種名及び胸高直径を記入する。総括表は A3 よこサイズに印刷する。（記入例を参考にする。）診

断総括表への行追加をしないこと。エクセルの非表示機能を使用して不要な行を隠さないこと。

診断総括表は診断カルテとは別ファイルとし、マクロなどの計算式は一切入れないこと。診断総

括表は xls ファイル形式で提出すること。 
 
７ その他 
（1）発注者及び区土木部維持管理課との打ち合わせ前に、現地にて対象木の数や位置を確認するこ

と。疑義があれば、協議の上、調整を行うこと。 
（2）みどりの管理課及び区土木部維持管理課公園緑化係との打合せにおいては、街路樹診断前に診  
   断路線と診断スケジュールを、樹木診断後（成果品の提出時等）に診断結果の説明を行うこと。 
（3）本仕様書に定めのあるもの以外は、受託者、委託者双方が協議のうえ決定する。 
（4） 倒伏の危険性がかなり高い樹木は、判明次第、委託者及び区土木部維持管理課公園緑化係へ報 

告すること。 
（5）調査に際しては、一般財団法人日本緑化センターにおいて認定された樹木医を従事させること。 
（6）業務の着手にあたって、契約書に示す着手の日から起算して 3 日以内に業務着手届、現場代理 

人及び主任技術者、樹木医の指定通知書・経歴書並びに業務工程表を提出すること。 
 

８ 提供資料 

・GIS データ（shape 形式） 

ポイントデータ：ボリュームアップ剪定路線 GIS データ 
















